
令和5年1月16日

分任支出負担行為担当官
熊本南部森林管理署長　赤星　良治

工事種別 入札方式

予定価格（税抜き） 契約年月日

34,614,000円 令和5年1月16日

契約金額（税抜き） 工事完成の時期

34,300,000円 令和5年3月

○予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。）第73条の規定に基づく競争参加資格

　別添「入札公告」のとおり

○競争に参加しようとした者の商号又は名称並びにそのうち競争に参加させなかった者の商号又は名称及びその者を参加させなかった理由

　別紙「競争参加資格確認結果書」（別添１）のとおり

○入札者の商号又は名称及び各入札者の各回の入札金額

　別紙「入札執行調書」（別添２）のとおり

○予定価格の作成に用いた積算価格についての内訳

　別紙「工事積算内訳書」（別添３）のとおり

令和4年度　熊本南部森林管理署　公共工事契約状況

工　　 事　　 名 施　工　場　所 工事概要

令和5年1月

１箇所　15m

調査基準価格（税抜き） 契約相手方の商号又は名称及び住所

31,084,830円 熊本県球磨郡球磨村大字三ヶ浦丙２２    昭和建設株式会社

工事着手の時期

高塚治山工事（2040） 熊本県球磨郡多良木町地内 治山工事
柔構造バリア設置工 一般競争入札

（総合評価落札方式）



４熊南管第 616 号 

令和５年１月６日 

 

有限会社ふじもと 

代表取締役 藤本 伸介 殿 

 

 

 

分任支出負担行為担当官 

熊本南部森林管理署長 赤星 良治 

 

 

見積案内 
 

 

下記工事施工のため、貴殿を見積者に指名いたしますので、下記事項をご了知の上、見積書を提

出いただきますようご案内いたします。 

 

記 

 

１ 見積に関する事項 

００００工 事 名 ：高塚治山工事（2040） 

００００工 事 内 容 ：渓間工 1基 柔構造バリア設置工（15m） 

００００工事場所等 ：別紙数量内訳書のとおり 

００００履 行 期 間 ：令和５年３月 24 日 

 

２ 工事に関する説明事項 

図面等は熊本南部森林管理署で閲覧ください。また、現地説明を希望される場合は、予め、治山

グループへご連絡ください。 

 

３ 見積書提出に関する事項 

場  所：熊本南部森林管理署 総務グループ（郵送可） 

日  時：令和５年１月 12 日 15 時 00 分まで 

    提出書類：見積書 工事費内訳書 

 

４ お問合せ先 

  〒868-0071  

熊本県人吉市西間上町 2607-1 

  熊本南部森林管理署 治山グループ（担当：木倉） 

  tel(0966)23-3311  fax(0966)23-3370 

 

５ その他 

（１） 落札決定に当たっては、見積書に記載された金額に当該金額の 100 分の 10 に相当する額を

加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）

をもって落札金額とするので、見積者は消費税及び地方消費税に係る課税業者であるか免税

業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 110 分の 100 に相当する金額を見積書に記載

すること。 

 



（２） 本工事は、「熊本地震の被災地（熊本県）で適用する森林整備保全事業標準歩掛」及び「熊本

地震の被災地（熊本県）で適用する施工パッケージ型積算方式標準単価表」による試行対象

工事である。 

・補正歩掛：土工に関する作業量の補正 

・補正内容：標準作業量を 20％低下する補正 

また、「森林保全整備事業設計積算要領」等により各工種区分に従って対象額毎に求めた共通

仮設比率及び現場管理比率に、それぞれ次の補正係数を乗じるものとする。 

・共通仮設費 

施工地域区分 地域補正係数 復興係数 1.1 

（熊本県内） 

復興係数 1.4 

（阿蘇・上益城地区） 

市街地(DID 補正)(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(2) 1.2 1.43 1.4 

市街地(DID 補正) 1.2 1.32 1.4 

山間僻地及び離島 1.3 1.43 1.43 

補正なし 1.0 1.1 1.4 

・現場管理費：1.1 

 

（３）本工事は、週休２日を促進するため、現場閉所による週休２日に取り組むことを前提として

直接工事費及び間接工事費の一部を補正して実施する試行工事（受注者希望方式）である。 

   契約締結後、工事着手前に週休２日の取組について協議して実施するものとし、その取組状

況に応じ林野庁工事成績評定要領（平成 10 年３月 31 日付け 10林野管第 31 号林野庁長官通

知）に基づく工事成績評定（以下「工事成績評定」という。）において評価を行うとともに、

「森林土木工事における週休２日の取組実績証明書」を発行する。 

   なお、現場閉所が４週８休以上でない場合は、現場閉所状況等に応じて請負代金額を変更す

るが、工事成績評定においてマイナス評価は行わない。 

 

（４）本工事は、令和４年３月１日以降の労務単価を適用した工事である。 

 

（５）本工事は、令和３年度積算基準に基づくものであるが、令和４年３月 2９日に「令和４年４月

から適用する森林整備保全事業設計積算要領等に係る取扱いについて」（令和４年３月２９日

付け３林整計第 900 号林野庁森林整備部計画課長通知）が通知されたことを踏まえ、工事の発

注者又は受注者は、国有林野事業工事請負契約約款第 63 条の規定に基づき、次の方式により算

出された請負代金額等に変更する協議を行うことができるものとする。 

   変更後の請負代金額等＝Ｐ新×ｋ 

   この式において、「Ｐ新」及び「ｋ」は、それぞれ以下を表すものとする。 

     Ｐ新：新積算基準により積算された予定価格に相当する額（単価は入札書の受付       

開始の日のもの） 

     ｋ：当初契約の落札率 

 

（６）本工事は、「共通仮設費のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下  記に

示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する技術者

や技能者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、契約締結後、労務者確保

に要する方策に変更が生じ、森林整備保全事業設計積算要領に基づく金額相当では適正な工事

の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計

変更する試行工事である。 

  営繕費：労務者送迎費、宿泊費、借上費 

  （宿泊費、借上費については、労務者確保に係るものに限る。） 



   労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用 

 

（７）本工事の設計積算に係る標準歩掛及び資材単価等の適用は以下のとおりである。 

（令和 3年 4月適用）標準歩掛、機械損料、 

（令和 4年 4月適用）一般管理費、各種資材 

（令和 4年 10 月適用）燃料、鋼製２次製品 

（見積単価適用）（試行）コンクリート、石材（別添採用単価及び歩掛かり決定表） 

 

（８）本工事は、熱中症対策に資する現場管理費等の補正の試行工事の対象とし、日最高気温の状

況に応じた現場管理費の補正を行う工事である。 

 

（９）本工事については、受注者が追加で費用を要する新型コロナウイルス感染症の感染防止対策

を実施する場合に設計変更の協議の対象となる。受注者からの申し出により、受注者による施

工計画書への反映と確実な履行を前提として設計変更を行い、必要に応じて請負代金額の変更

や工期の延長を行う。 

 

（10）本工事は契約後に翌年度にわたる債務負担行為手続き行う場合がある。 

なお、当該手続きが整わなかった場合は、国有林野事業工事請負契約約款第 47 条を適用す

るものとする。 

 

 

 

以上 

 



４熊南管第 616 号 

令和５年１月６日 

 

昭和建設株式会社 

代表取締役 福元 秀逸 殿 

 

 

 

分任支出負担行為担当官 

熊本南部森林管理署長 赤星 良治 

 

 

見積案内 
 

 

下記工事施工のため、貴殿を見積者に指名いたしますので、下記事項をご了知の上、見積書を提

出いただきますようご案内いたします。 

 

記 

 

１ 見積に関する事項 

００００工 事 名 ：高塚治山工事（2040） 

００００工 事 内 容 ：渓間工 1基 柔構造バリア設置工（15m） 

００００工事場所等 ：別紙数量内訳書のとおり 

００００履 行 期 間 ：令和５年３月 24 日 

 

２ 工事に関する説明事項 

図面等は熊本南部森林管理署で閲覧ください。また、現地説明を希望される場合は、予め、治山

グループへご連絡ください。 

 

３ 見積書提出に関する事項 

場  所：熊本南部森林管理署 総務グループ（郵送可） 

日  時：令和５年１月 12 日 15 時 00 分まで 

    提出書類：見積書 工事費内訳書 

 

４ お問合せ先 

  〒868-0071  

熊本県人吉市西間上町 2607-1 

  熊本南部森林管理署 治山グループ（担当：木倉） 

  tel(0966)23-3311  fax(0966)23-3370 

 

５ その他 

（１） 落札決定に当たっては、見積書に記載された金額に当該金額の 100 分の 10 に相当する額を

加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）

をもって落札金額とするので、見積者は消費税及び地方消費税に係る課税業者であるか免税

業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 110 分の 100 に相当する金額を見積書に記載

すること。 

 



（２） 本工事は、「熊本地震の被災地（熊本県）で適用する森林整備保全事業標準歩掛」及び「熊本

地震の被災地（熊本県）で適用する施工パッケージ型積算方式標準単価表」による試行対象

工事である。 

・補正歩掛：土工に関する作業量の補正 

・補正内容：標準作業量を 20％低下する補正 

また、「森林保全整備事業設計積算要領」等により各工種区分に従って対象額毎に求めた共通

仮設比率及び現場管理比率に、それぞれ次の補正係数を乗じるものとする。 

・共通仮設費 

施工地域区分 地域補正係数 復興係数 1.1 

（熊本県内） 

復興係数 1.4 

（阿蘇・上益城地区） 

市街地(DID 補正)(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(2) 1.2 1.43 1.4 

市街地(DID 補正) 1.2 1.32 1.4 

山間僻地及び離島 1.3 1.43 1.43 

補正なし 1.0 1.1 1.4 

・現場管理費：1.1 

 

（３）本工事は、週休２日を促進するため、現場閉所による週休２日に取り組むことを前提として

直接工事費及び間接工事費の一部を補正して実施する試行工事（受注者希望方式）である。 

   契約締結後、工事着手前に週休２日の取組について協議して実施するものとし、その取組状

況に応じ林野庁工事成績評定要領（平成 10 年３月 31 日付け 10林野管第 31 号林野庁長官通

知）に基づく工事成績評定（以下「工事成績評定」という。）において評価を行うとともに、

「森林土木工事における週休２日の取組実績証明書」を発行する。 

   なお、現場閉所が４週８休以上でない場合は、現場閉所状況等に応じて請負代金額を変更す

るが、工事成績評定においてマイナス評価は行わない。 

 

（４）本工事は、令和４年３月１日以降の労務単価を適用した工事である。 

 

（５）本工事は、令和３年度積算基準に基づくものであるが、令和４年３月 2９日に「令和４年４月

から適用する森林整備保全事業設計積算要領等に係る取扱いについて」（令和４年３月２９日

付け３林整計第 900 号林野庁森林整備部計画課長通知）が通知されたことを踏まえ、工事の発

注者又は受注者は、国有林野事業工事請負契約約款第 63 条の規定に基づき、次の方式により算

出された請負代金額等に変更する協議を行うことができるものとする。 

   変更後の請負代金額等＝Ｐ新×ｋ 

   この式において、「Ｐ新」及び「ｋ」は、それぞれ以下を表すものとする。 

     Ｐ新：新積算基準により積算された予定価格に相当する額（単価は入札書の受付       

開始の日のもの） 

     ｋ：当初契約の落札率 

 

（６）本工事は、「共通仮設費のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下  記に

示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する技術者

や技能者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、契約締結後、労務者確保

に要する方策に変更が生じ、森林整備保全事業設計積算要領に基づく金額相当では適正な工事

の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計

変更する試行工事である。 

  営繕費：労務者送迎費、宿泊費、借上費 

  （宿泊費、借上費については、労務者確保に係るものに限る。） 



   労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用 

 

（７）本工事の設計積算に係る標準歩掛及び資材単価等の適用は以下のとおりである。 

（令和 3年 4月適用）標準歩掛、機械損料、 

（令和 4年 4月適用）一般管理費、各種資材 

（令和 4年 10 月適用）燃料、鋼製２次製品 

（見積単価適用）（試行）コンクリート、石材（別添採用単価及び歩掛かり決定表） 

 

（８）本工事は、熱中症対策に資する現場管理費等の補正の試行工事の対象とし、日最高気温の状

況に応じた現場管理費の補正を行う工事である。 

 

（９）本工事については、受注者が追加で費用を要する新型コロナウイルス感染症の感染防止対策

を実施する場合に設計変更の協議の対象となる。受注者からの申し出により、受注者による施

工計画書への反映と確実な履行を前提として設計変更を行い、必要に応じて請負代金額の変更

や工期の延長を行う。 

 

（10）本工事は契約後に翌年度にわたる債務負担行為手続き行う場合がある。 

なお、当該手続きが整わなかった場合は、国有林野事業工事請負契約約款第 47 条を適用す

るものとする。 

 

 

 

以上 

 



４熊南管第 616 号 

令和５年１月６日 

 

那須建設株式会社 

代表取締役社長 那須 正 殿 

 

 

 

分任支出負担行為担当官 

熊本南部森林管理署長 赤星 良治 

 

 

見積案内 
 

 

下記工事施工のため、貴殿を見積者に指名いたしますので、下記事項をご了知の上、見積書を提

出いただきますようご案内いたします。 

 

記 

 

１ 見積に関する事項 

００００工 事 名 ：高塚治山工事（2040） 

００００工 事 内 容 ：渓間工 1基 柔構造バリア設置工（15m） 

００００工事場所等 ：別紙数量内訳書のとおり 

００００履 行 期 間 ：令和５年３月 24 日 

 

２ 工事に関する説明事項 

図面等は熊本南部森林管理署で閲覧ください。また、現地説明を希望される場合は、予め、治山

グループへご連絡ください。 

 

３ 見積書提出に関する事項 

場  所：熊本南部森林管理署 総務グループ（郵送可） 

日  時：令和５年１月 12 日 15 時 00 分まで 

    提出書類：見積書 工事費内訳書 

 

４ お問合せ先 

  〒868-0071  

熊本県人吉市西間上町 2607-1 

  熊本南部森林管理署 治山グループ（担当：木倉） 

  tel(0966)23-3311  fax(0966)23-3370 

 

５ その他 

（１） 落札決定に当たっては、見積書に記載された金額に当該金額の 100 分の 10 に相当する額を

加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）

をもって落札金額とするので、見積者は消費税及び地方消費税に係る課税業者であるか免税

業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 110 分の 100 に相当する金額を見積書に記載

すること。 

 



（２） 本工事は、「熊本地震の被災地（熊本県）で適用する森林整備保全事業標準歩掛」及び「熊本

地震の被災地（熊本県）で適用する施工パッケージ型積算方式標準単価表」による試行対象

工事である。 

・補正歩掛：土工に関する作業量の補正 

・補正内容：標準作業量を 20％低下する補正 

また、「森林保全整備事業設計積算要領」等により各工種区分に従って対象額毎に求めた共通

仮設比率及び現場管理比率に、それぞれ次の補正係数を乗じるものとする。 

・共通仮設費 

施工地域区分 地域補正係数 復興係数 1.1 

（熊本県内） 

復興係数 1.4 

（阿蘇・上益城地区） 

市街地(DID 補正)(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(1) 1.3 1.43 1.43 

一般交通影響有り(2) 1.2 1.43 1.4 

市街地(DID 補正) 1.2 1.32 1.4 

山間僻地及び離島 1.3 1.43 1.43 

補正なし 1.0 1.1 1.4 

・現場管理費：1.1 

 

（３）本工事は、週休２日を促進するため、現場閉所による週休２日に取り組むことを前提として

直接工事費及び間接工事費の一部を補正して実施する試行工事（受注者希望方式）である。 

   契約締結後、工事着手前に週休２日の取組について協議して実施するものとし、その取組状

況に応じ林野庁工事成績評定要領（平成 10 年３月 31 日付け 10林野管第 31 号林野庁長官通

知）に基づく工事成績評定（以下「工事成績評定」という。）において評価を行うとともに、

「森林土木工事における週休２日の取組実績証明書」を発行する。 

   なお、現場閉所が４週８休以上でない場合は、現場閉所状況等に応じて請負代金額を変更す

るが、工事成績評定においてマイナス評価は行わない。 

 

（４）本工事は、令和４年３月１日以降の労務単価を適用した工事である。 

 

（５）本工事は、令和３年度積算基準に基づくものであるが、令和４年３月 2９日に「令和４年４月

から適用する森林整備保全事業設計積算要領等に係る取扱いについて」（令和４年３月２９日

付け３林整計第 900 号林野庁森林整備部計画課長通知）が通知されたことを踏まえ、工事の発

注者又は受注者は、国有林野事業工事請負契約約款第 63 条の規定に基づき、次の方式により算

出された請負代金額等に変更する協議を行うことができるものとする。 

   変更後の請負代金額等＝Ｐ新×ｋ 

   この式において、「Ｐ新」及び「ｋ」は、それぞれ以下を表すものとする。 

     Ｐ新：新積算基準により積算された予定価格に相当する額（単価は入札書の受付       

開始の日のもの） 

     ｋ：当初契約の落札率 

 

（６）本工事は、「共通仮設費のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下  記に

示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する技術者

や技能者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、契約締結後、労務者確保

に要する方策に変更が生じ、森林整備保全事業設計積算要領に基づく金額相当では適正な工事

の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計

変更する試行工事である。 

  営繕費：労務者送迎費、宿泊費、借上費 

  （宿泊費、借上費については、労務者確保に係るものに限る。） 



   労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用 

 

（７）本工事の設計積算に係る標準歩掛及び資材単価等の適用は以下のとおりである。 

（令和 3年 4月適用）標準歩掛、機械損料、 

（令和 4年 4月適用）一般管理費、各種資材 

（令和 4年 10 月適用）燃料、鋼製２次製品 

（見積単価適用）（試行）コンクリート、石材（別添採用単価及び歩掛かり決定表） 

 

（８）本工事は、熱中症対策に資する現場管理費等の補正の試行工事の対象とし、日最高気温の状

況に応じた現場管理費の補正を行う工事である。 

 

（９）本工事については、受注者が追加で費用を要する新型コロナウイルス感染症の感染防止対策

を実施する場合に設計変更の協議の対象となる。受注者からの申し出により、受注者による施

工計画書への反映と確実な履行を前提として設計変更を行い、必要に応じて請負代金額の変更

や工期の延長を行う。 

 

（10）本工事は契約後に翌年度にわたる債務負担行為手続き行う場合がある。 

なお、当該手続きが整わなかった場合は、国有林野事業工事請負契約約款第 47 条を適用す

るものとする。 

 

 

 

以上 

 



見 積 書

工 事 名 高塚治山工事（2040）

見 千万 百万 十万 万 千 百 十 円

積

金

額

上記金額で見積案内、契約書（案）、仕様書、その他関係事項一切を承知

のうえ、入札致します。

令和 年 月 日

分任支出負担行為担当官

熊本南部森林管理署長 赤星 良治 殿

住 所

会 社 名

代表者氏名 印



辞 退 届

工 事 名 高塚治山工事（2040）

上記について、都合により見積もりを辞退します。

令和 年 月 日

分任支出負担行為担当官

熊本南部森林管理署長 赤星 良治 殿

住 所

会 社 名

代表者氏名 印














































































































































































